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第 2部 開国以降、19世紀後半 

開国 

1853（嘉永 6）年のペリー来航を契機に、日本の鎖国政策は終わりを告げ、日本は国際社

会の中に組み込まれていく。その結果、日本国内は政治・経済ともに大混乱に陥った。 
 
54. 合衆国書翰和解 

[1853（嘉永 6）] .<三条家文書 2−22> 史料 

1853 年 7 月 8 日（嘉永 6 年 6 月 3 日）、ペリーの率い

る米国東インド艦隊は浦賀沖に投錨し、日米間の友好と

商業的交通に関する国書の受理と返答を要求した。「合

衆国書翰和解」には、フィルモア大統領の国書をはじめ

とする計 5 通分の漢文書翰写と、その和文訳が収録され

ている。 
 
55. 日米和親条約（写） 

1855（安政元年 12 月）<三条家文書 3-49> 史料 

日米和親条約は 1855 年 2 月 21 日（安政 2 年正月 5 日）

の批准書交換を経て発効し、日本の鎖国政策は終わりを

迎えた。 
 
56. 「ペリー提督日本遠征記」 

Perry, M. C.: Narrative of the expedition of an 
American squadron to the China Seas and Japan. 
Washington: A. O. P. Nicholson, 1856. 3v.<C-108> 
遠征を終えたペリーが、科学・文化・外交などのあらゆ

る分野を盛り込んで後世に記録を遺しておきたいと命

じて編纂されたもの。展示箇所は第 1 巻、1854 年 3 月 8
日（嘉永 7 年 2 月 10 日）に横浜村に上陸し、日本側代

表との初めての会見に臨む様子。 
 
西洋のジャーナリズムが見た日本 

日本が開国した頃、西洋では絵入り新聞が社会の様子を伝えていた。そこに描かれた日

本は、好奇の対象としてモンタヌス『日本誌』（展示資料 14）とほとんど変わらない図版

http://www.ndl.go.jp/modern/cha1/description01.html�
http://www.ndl.go.jp/modern/cha1/description01.html�
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が使われている場合もある。しかし、現地に派遣された記者により、当時の日本を伝える

貴重な記録となるものもあった。 
 
57.「パンチ」（1858.12.18） 

Punch, vol.35 
London: Punch Publications Ltd. 1858<Z52-B57> 
第 140 回常設展示「明治の息吹 －漫画・諷刺画から－」 

イギリスで 1841 年に創刊された週刊の風刺漫画雑誌。

展示は、初めて日本人の姿が登場した号。「ユートピア

に 10 週間で到着！」「本誌次号は長崎で印刷か」等と、

日本が長い鎖国を破って開国したことを伝える。流行に

乗り遅れないように眉を剃り落とし、歯を黒くしたとい

う女性のジョークまで紹介されている。 
 
58.「フランクレスリーズ・イラストレイテド・ニュー

スペーパー」（1860.6.2） 

Frank Leslie’s illustrated newspaper, vol.10. 
New York: Frank Leslie, 1860<Z92-435> 
1860（万延元）年、日米修好通商条約の批准のために、

外国奉行新見豊前守正興を中心とする使節団がアメリ

カに派遣された。アメリカでの彼らの行動は、絵入り新

聞に大きく取り上げられ、展示資料はその特集号である。

展示箇所は、ホワイトハウス東の間にて、正使である新

見と副使の村垣淡路守範正、目付の小栗豊後守忠順らが、

ブキャナン大統領に挨拶している様子。日本人は小さく、

顔が黒く描かれている。 
 
59.「イラストレイテド・ロンドン・ニュース」（1866.4.7） 

The Illustrated London news, no.1364 
London, 1866.（復刻 柏書房 1997）<Z99-973> 
イギリスの絵入り新聞に掲載された、日本人のスケッチ。

「日本人士官たちはこのところ急速にヨーロッパの服

装を身につけつつある」と、洋装にチョンマゲの士官の

様子を伝える。 
 
 

http://rnavi.ndl.go.jp/kaleido/entry/jousetsu140.php#02�
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60.「ジャパン・パンチ」 (1877（明治 10）.3)  

The Japan punch.  
 Yokohama, 1878-.<F-202> 
ワーグマンにより横浜の外国人居留地で発刊された日

本初の漫画雑誌かつ、初の英文雑誌。居留民に圧倒的な

人気を博し、1887（明治 20）年までの 25 年間に渡って

発刊された。名称からもわかるように、ワーグマンの母

国イギリスの Punch のスタイルをまねて作られている。

後に諷刺画を「ポンチ絵」と呼ぶようになったのは、こ

こに由来があるとされる。展示箇所は、「政府軍が西郷

軍（薩摩芋）を食べる」光景で、西南戦争に対する諷刺。 
 
 
 
 
 
 
 
●絵入り新聞からその他の図版 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右下はイラストレイテド・ロンドン・ニュース（1860.6.9）The Illustrated London news. 
London.（復刻 柏書房 1997）<Z99-973> 
それ以外は、イリュストラシオン（1862.8.16） L’Illustration. Paris : [Dubochet], 
1892<Z55-D65> 

1978.5 表紙 

←江戸城はモンタヌス「日

本誌」（展示資料 14）とほ

とんど同じである。 
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●ワーグマン（Wirgman, Charle, 1832-1891） 

イギリスの画家、新聞記者。元陸軍大尉。1861（文久元）

年、イギリス公使オールコック（→人物紹介）に従って

来日、イラストレイテド・ロンドン・ニュースの特派員

として、生麦事件や薩英戦争などを描き、貴重な記録を

残した。高橋由一や五姓田義松らに洋画を教えた。日本

人女性と結婚し、横浜で死去。 
（挿絵）日本に於ける外字の新聞雑誌 蛯原八郎著 宮

武外骨編 東京 宮武外骨 1932（昭和 7）＜609-360
＞ 
 
万国博覧会 

19 世紀後半、産業発展のために盛んに開催された万国博覧会。日本は西洋の技術を学びつ

つ、西洋が求める「日本」像を探っていった。また出展された日本の美術や工芸品に魅了さ

れた芸術家は多く、のちのジャポニスムにつながった。 
 
●1862（文久 2）年 第 2回ロンドン万博 オールコッ

クが勝手に出展、日本使節団見学 

開港の延期について交渉をするためヨーロッパに送ら

れた竹内（保徳）遣欧使節団が、第 2 回ロンドン万博の

開幕式に賓客として出席した様子。日本使節団の主なメ

ンバーは羽織袴で登場し、地味な色合いの服装や髪型な

どは奇異の目で見られ、また生真面目で礼儀正しい振る

舞いは感心された。 
「イラストレイテド・ロンドン・ニュース」（1862.5.24）
The Illustrated London news. no.1145 
London.（復刻 柏書房 1997）<Z99-973> 博覧会 
 

また、日本からの正式な出展はなかったにも関わらず、

日本の工芸品が展示されていた。イギリスの初代公使オ

ールコック（→人物紹介）が自身で集めた日本の品々を

出品していたのである。漆器や刀剣といった工芸品だけ

でなく、蓑笠や提灯、草履なども展示されていた。こ

れらは、ヨーロッパの人々には絶賛されたが、日本使

節団の感想は違ったらしい。一行のうちの一人、淵辺徳

http://www.ndl.go.jp/exposition/s1/1862-1.html�
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蔵は『欧行日記』に「全く骨董品の如く雑具」だと嘆き、

「かくの如き粗物のみを出せしなり」と書き残していて、

認識の違いが大きい。 
（挿絵）「イラストレイテド・ロンドン・ニュース」

（1862.9.20）The Illustrated London news. no.1165 
London.（復刻 柏書房 1997）<Z99-973> 
 
●1867 （慶應 3）年 第 2回パリ万博 幕府、薩摩、佐賀がバラバラに参加 

徳川幕府は美術工芸品と農産物を出展。ほかに、瑞穂屋清水卯三郎という商人による茶店

も設置された。桧造りで、土間に六畳の座敷、池も設けられていた。 
一方で、薩摩藩は幕府を出し抜いてあたかも独立国のように開会式に参加。佐賀藩も、茶

店の向かい側に売店を設け、有田焼などを販売し、当時の国内情勢を反映した参加となっ

た。 
 
（挿絵）「イラストレイテド・ロンドン・ニュース」

（1867.11.16）The Illustrated London news. no.1445 
London（復刻 柏書房 1997）<Z99-973> 
茶店には、日本女性 3 人（柳橋芸者かね、すみ、さと）

がキセルで一服する様子も実演され、幕府の全出展品の

売り上げに匹敵する、6 万 5 千フランを売り上げるほど

の人気となった。 
 
●1873（明治 6）年 ウィーン万博 明治政府としてはじめて正式に参加 

神社と日本庭園を造り、白木の鳥居、奥に神殿、神楽堂や反り橋を配置した。名古屋城の

金鯱や鎌倉大仏の模型、高さ 4 メートルほどの東京谷中天王寺五重塔模型や直径 2 メート

ルの大太鼓、直径 4 メートルの浪に竜を描いた提灯などが人目を引いた。これらの選定は、

ドイツ人のお雇い外国人ワグネルの指導によるもので、ワグネルは日本では近代工業が未

発達であるため、機械製品よりも美術工芸品を中心に出展したほうがよいと判断した。も

くろみ通り大評判で、万博終了時には商社が全てを買いあげるほどであった。 
 
61. 澳国博覧会参同記要 

田中芳男、平山成信編 東京  森山春雍 1897（明治

30）.8.<74-201> デジタル化 ニッポン 
博覧会参加の経緯から、出展品や技術伝習の報告までを

まとめた本。展示箇所は、産業館に展示された名古屋城

の金鯱の様子と、白木の鳥居。 

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/801730/257�
http://www.ndl.go.jp/site_nippon/vienna/section2/chapter1/index.html�
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●1878（明治 11）年 第 3回パリ万博 日本館 

日本の田舎屋を再現して好評を得る。この万博で起立工商会社の通訳を務めた林忠正（→

人物紹介）は、後に美術商としてパリのジャポニスムの立役者となった。 
 
62.「イラストレイテド・ロンドン・ニュース」（1878.6.8） 

The Illustrated London news. no.2032 
London（復刻 柏書房 1997）<Z99-973> 
 
日本館外観と内部の様子。「内部には漆塗りの用箪笥や

床几、畳、花びん、その他室内の用具もしくは装飾品が

備えてあり、いずれも、そこに住む人々の趣向や習慣に

合ったものである。」一方で、「その住人たちのひとり

は、日本在来の衣服を棄ててヨーロッパ風の服装をして

いる。」と、既に日本が西洋風俗に馴染みつつあり、伝

統的な日本の風物は売り物になっていることがわかる。 
 
●1893（明治 26）年 シカゴ万博 初めての本格的な日本建築 

平安中期・室町・江戸の各時代を表現した三棟の建物を造り、日本の歴史の長さを強調し

た。中堂と翼廊からなる平等院鳳凰堂をモデルとした配置で、｢鳳凰殿｣と名付けられた。 
設計は、コンドル（→人物紹介）の弟子である久留正道が担当。つまり、鳳凰殿は西洋建

築を学んだ建築家の設計による、もっとも早い伝統的な日本建築である。 
内部には日本の品物をただ並べるのではなく、日本美術史の流れに沿って各時代を再現す

ることに力点がおかれていたことも、当時再発見されていた日本美術への誇りの表れと言

える。近代建築の巨匠ライトがこの鳳凰殿に影響を受けたことも有名。 
 
63. 「シカゴ万博公式写真集」 

World’s Columbian Exposition, Dept. of Photography: 
Official views of the World’s Columbian Exposition. 
[Chicago] : Press Chicago 
Photo-Gravure, c1893.<D7-A63> 
コロタイプで印刷された美しい写真集。 
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●1900（明治 33）年 第 5回パリ万博 川上音二郎一座

が飛び入り上演 

海外巡業を行っていた川上音二郎一座は、フランス公使

栗野慎一郎のはからいで、公使館の夜会の余興に出演。

そこで好評を得て、パリ万博会場内の劇場で公演するこ

ととなる。 
掲示箇所は第１幕目の『芸者と武士』。別々の演目を無

理やり合体させたり、本来切腹しない人物を切腹させる

という「偽物」の演出で、音二郎本人は不満だったよう

だ。 
しかし、日本的な所作や舞台美術、音二郎の妻貞奴の死

ぬ演技が好評で、万博閉幕まで数カ月に渡り公演を行っ

た。アンドレ・ジッド、ピカソ、クレーらが絶賛してい

る。音二郎一座はフランス政府から勲章を授与された。 
（挿絵）Exposition universelle, 1900.  Paris : Ludovic 
Baschet, [1900?] <YQ51-A77> 
 
64. 「パリ万博パノラマ写真集」 

Exposition universelle, 1900.  Paris : L. Baschet, [1900?] <YQ51-A77> 
横長の写真で会場の様子を伝える写真集。展示箇所は世界巡りコーナーの中の「日光」。

日光は千年も続く聖なる山であり、装飾のために芸者を並べた、とのこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日本に来た西洋人 

開国した日本には、宣教師、外交官、お雇い外国人、ジャーナリスト、文学者、旅行家な

ど多様な立場の人々が訪れ、数多くの見聞記を著した。実際に日本の地を踏み、交流した

彼らによって描き出された明治期日本の風俗・習慣・文化・伝統等は、より詳細な日本の

イメージとして西洋に広がった。 
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65. オリファント「エルギン卿中国・日本使節記」 

Oliphant, L.: Narrative of the Earl of Elgin’s mission 
to China and Japan in the years 1857, ’58, ’59. 
Edinburgh ; London : W. Blackwood and sons, 1859. 
2v.<951.037-O47n> 
イギリス人ローレンス・オリファントは、エルギン卿の

秘書としてアロー号事件解決のため清に同行し、途中、

日本との条約締結のために 1858（安政 5）年来日。日本

公使館の第一書記に任命された。1861 年 7 月 5 日、（文

久元年 5 月 28 日）仮公使館東禅寺を水戸浪士が襲った

事件で負傷し、それが原因で帰国した。にもかかわらず、

「われわれの最初の日本の印象を伝えようとするには、

読者の心に極彩色の絵を示さなければ無理だと思われ

る」と日本を賛美する。展示箇所は第 2 巻、江戸近くの

庭園。 
 
●「水戸浪士の襲撃に応戦するオリファント」 

「イラストレイテド・ロンドン・ニュース」（1861.10.12） 

The Illustrated London news. no.1112 
London（復刻 柏書房 1997）<Z99-973> 
 
●オールコック（Alcock, John Rutherford, 1809-1897） 

イギリスの外交官で初代駐日英国公使。元々は外科医。

1859（安政 6）年に来日、列国公使の対日外交の主導的

地位を占めた。1861（文久元）年、仮公使館東禅寺を水

戸浪士が襲った事件では、かろうじて難を免れた。幕府

の求める開港開市延期について、本国を説得し覚書調印

に寄与した。イギリス・フランス・アメリカ・オランダ

四国連合艦隊による下関砲台攻撃の発案者で長州藩を

降伏させた。著書での日本に対する印象は良くないが、

1862 年ロンドン万博に日本の工芸品等を展示し、日本美

術に関する著書も出版するなど、日本の美術工芸には惹

かれた。外国人として初めて富士登山をしたことでも有

名。（肖像：富士宮市提供） 
 

http://www.city.fujinomiya.shizuoka.jp/e-museum/201006.pdf�
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66. オールコック「大君の都」  

Alcock, R.: The capital of the Tycoon. 
 London : Longman, Green, Longman, Roberts & 
Green, 1863. 2v.<A-72> 
ラザフォード・オールコックは、日本が楽園のように思

われていることに反感を持っており、「日本は東洋の他

の国々にくらべればかなり進歩しているとはいえ、社会

制度の面ではイギリスの一二世紀ごろの状態」「本質的

に下劣な官能生活」と批判する。しかし自然の美しさや

工芸品には感嘆しているようだ。展示箇所は第1巻、ワ

ーグマン（→人物紹介）による冒頭口絵「村の美人」。

日本の若い女性の美しさは、来日西洋人の誰もが讃える。

なお、挿絵は北斎漫画の引用が多い（→コラム「北斎大

人気」）。 
 
67. アンベール「幕末日本図絵」 

Humbert, A.: Le japon illustré. Paris : Hachette, 1870. 2v.<B-103> 
スイス遣日使節エーメ・アンベールが描いた幕末江戸の風物誌。アンベールは日本におけ

る市場開拓を目的とした修好通商条約締結のため 1863（文久 3）年に来日し、約 10 ヶ月

滞在したが、その傍ら日本の実情・社会や歴史・風俗などを観察・調査し、見聞録として

まとめあげた。図版は、ベアトが撮影した写真をもとに、（当時は写真を大量には印刷で

きなかったため）木口木版によって印刷されたもの。諷刺的な要素は薄く、幕末の日本の

風俗、習慣などをうかがい知ることができる貴重な資料である。展示箇所は第 1 巻、寺子

屋。 
 
●御雇外国人一覧 

東京 中外堂 1872.3（明治 5）.<YR12-83> 
小形折本。当時雇われていた官庁別にお雇い外国人の国

籍、姓名、給料、就業期限、職務を記載したもの。国籍

別では掲載 214 名のうち、イギリス人 119 名、フランス

人 50 名。官庁別では工部省関係が最も多い。お雇い外

国人 214 名に対する俸給は、年 53 万 4492 元であった。

一元がほぼ一円とすると、一人あたり約 2,500 円以上/
年であり、明治 7 年の巡査の初任給 4 円/月と比較して

50 倍である。 
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●チェンバレンの「さかさまの国」 

チェンバレン『日本事物誌』（Things Japanese. 1890）は、事項別に日本を紹介する本で、

武士、シーボルト、入墨、帝といった事項の中に、「topsy-turvydom（あべこべ、さかさ

ま）」がある。 
・日本の書物は巻末から始まる 
・赤ん坊を抱かずに背負う 
・裁縫をするとき針を持ったまま布のほうを動かす 
・風呂を出てから濡れたタオルで体を拭く   等々 
フロイス以来の「さかさまの国」というイメージが続いていることがわかる。 
また、日本人女性に「どうして外国人は日本人とちがってあべこべなのか」と聞かれたエ

ピソードも紹介し、異文化交流を微笑ましく伝える。 
 
○チェンバレン（Chamberlain, Basil Hall,  
1850-1935） 
イギリスの言語学者。病気療養のため遠洋航海に出、

1873（明治 6）年に来日。海軍兵学寮の英語教師となる

かたわら日本古典研究を進め、帝国大学教授として近代

日本語学の確立に貢献した。1911（明治 44）年、61 歳

まで日本に滞在。「古い日本は妖精の棲む小さくてかわ

いらしい不思議の国であった」（日本事物誌） 
日本人の特質としては、長所として「清潔さ」「親切さ」

「洗練された芸術的趣味」、短所として「国家的虚栄心」

「非能率的習性」「抽象概念を理解する能力の欠如」を

挙げ、「模倣性」は長所か短所かためらうとのこと。 
（挿絵）Things Japanese : being notes on various 
subjects connected with Japan, for the use of 
travellers and others / by Basil Hall 
Chamberlain. London : K. Paul, Trench, Trubner & 
Co., 1927＜915.2-C443tr＞ 
 
68. クラーク「日本滞在記」 

Clark, E. W.: Life and adventure in Japan. 
New York : American Tract Society, [c1878]<A-70> 
常設展示 112（画像なし） 

お雇い外国人として 1871（明治 4）年に来日、静岡学問

所および東京開成学校で教える（「少年よ大志を抱け」

http://rnavi.ndl.go.jp/kaleido/entry/jousetsu112.php�
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のウィリアム・クラーク博士とは別人）。日本人の数多

くの美質を認めた上で、日本での布教の必要性を説く、

熱心なキリスト教徒でもあった。 
本書は日本滞在の約 3 年間の記録で、静岡と東京での生

活や、学問所での教育についての記述を中心に、宮中で

自ら行った、幻燈の映写会の様子なども描かれている。 
 
69. ギメ「ボンジュールかながわ」 

Guimet, É.:Promenades japonaises. Dessins d’après 
nature…par F. Regamey. 
Paris : G. Charpentier, 1878. <F-156> 
常設展示 112（画像なし） 

70. ギメ「東京日光散歩」 

Guimet, É.: Promenades japonaises : Tokio-Nikko. 
Dessins par F. Regamey. 

Paris : G. Charpentier, 1880.<GB648-5> 
エミール・ギメはフランス人実業家・蒐集家。世界有数

の東洋美術の殿堂として知られるパリのギメ博物館の

創設者でもある。1876（明治 9）年夏、宗教事情視察の

目的で来日し、3 カ月間、各地を旅行。帰国後、同行し

た画家フェリックス・レガメの写実的なスケッチを多数

添えた日本旅行記を 2 冊出版した。1 目は横浜・鎌倉編、

2 目は東京・日光編。並木道を人力車で通りながら「日

本の道は何と夢のようなのだろう」と讃える。 
展示箇所は、「ボンジュールかながわ」から同行のワー

グマン（→人物紹介）のスケッチをのぞきみる好奇心旺

盛な江ノ島の住人たち。日本人の無邪気さや肉体労働者

の美しさは多くの来日西洋人が讃えるところである。 
 
 
●モース（Morse, Edward Sylvester, 1838-1925） 

アメリカの動物学者。腕足類研究のため、1877（明治

10）年来日。来日当日に横浜から新橋へ向かう途中で大

森貝塚を発見した。翌年東京大学の招きにより再来日。

生物学、動物学を講じ、日本最初の動物学者たちを養成。

また、ダーウィン進化論を紹介した。 

http://rnavi.ndl.go.jp/kaleido/entry/jousetsu112.php�
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（挿絵）日本その日その日 イー・エス・モース著 石

川欣一訳 東京  科学知識普及会 1929（昭和 4）＜

597-156＞ 
 
71. モース「日本その日その日」 

Morse, E. S.: Japan day by day. 
Boston; New York: Houghton Mifflin, 1917. 2v. 
<915.2-M884j> 
本書は、日本での日々の生活の中で観察したことを、ス

ケッチとともにノートに収めたもの。西洋文化の波に洗

われる直前の日本の姿を描いている。スケッチもモース

自身によるもの。モースは、黒板に描く絵がとても上手

だった。 
滞日期間は 2 年と短いが、本書で「ある点で日本人は、

あたかもわが国の子どもが子どもじみているように、子

どもらしい」「人力車で町々を通ったり、何度も何度も

大学へ往復するのは、常に新奇で、そして愉快な経験で

ある」と親日家ぶりを披露する。 
展示箇所は第 1 巻、寝室の様子等の描写。 
 
●コンドル（Conder, Josiah, 1852-1920） 

イギリスの建築家。1877（明治 10）年にお雇い外国人

として来日。鹿鳴館、ニコライ堂など多くの建築物を設

計すると同時に、日本最初の建築学教師としてヨーロッ

パの技術をもたらした。「日本建築の父」と呼ばれる。

日本人女性と結婚し、東京で死去。 
コンドルには他に日本舞踊、庭園、河鍋暁斎に関する著

作があり、日本趣味の豊かさが窺える。 
（挿絵）コンドル博士遺作集 コンドル博士記念表彰会

編 東京 コンドル博士記念表彰会 1932（昭和 7）＜

426-18＞白瀧幾之助画 
 
72. コンドル「生け花研究書」 

Conder, J.: The theory of Japanese flower 
arrangements. 
Kobe : J. L. Thompson, 1935.11.<Ba-852> 
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1889（明治 22）年に日本アジア協会で発表され、同協

会紀要に掲載された論文のリプリント版で、カラー図版

の部分が大幅に増訂されている。花器・花鋏といった道

具類、使用する花の種類、様々な花型などが豊富な図版

入りで解説されている。 
日本のいけばなは西洋と違い、枝や茎も重視し、「花の

出生」を表現することに基盤をおくことを強調している。 
 
●バード（Bird, Isabella Lusy, 1831-1904） 

イギリスの旅行家。ヨークシャーの牧師の家に生まれる。

生来病弱で脊椎の病気があり、若いときから転地療養の

ため、アメリカ、オーストラリア、ハワイ諸島などを旅

行し、旅行記を出版した。1878（明治 11）年に初来日。

1893 年、女性として初めて英国地理学会特別会員に選ば

れている。 
（挿絵）バード日本紀行 I.L.バード著 楠家重敏, 橋本

かほる, 宮崎路子訳 東京 雄松堂出版 2002（平成

14）.8.＜GB648-G24＞ 
 
73. バード「日本奥地紀行」 

Bird, I. L.: Unbeaten tracks in Japan. 
London : J. Murray, 1880. <A-52>常設展示 112（画像なし） 

日本を初めて訪れたのは 47 歳のときである。バードは

伊藤鶴吉という英語の話せる 18 歳の日本人ガイドと二

人で、東北および北海道を目指して出発、東京から日光

までは人力車、その先は馬で旅を続けた。時はまだ西南

戦争の翌年で、文明開化の及んでいない北日本を目的地

に選んだのも「ほんとうの日本を見たい」という願いか

らだった。当時の庶民が、貧しくても清潔で善良である

こと、外国人女性の旅であっても無礼や侮辱にあったこ

とが一度もないことに驚いている。 
 
●伊藤鶴吉（1857-1913） 
横浜で外国人から英語を習い、通訳となる。明治 11 年

(1878)6 月から 9 月にイギリスの旅行家イザベラ・バー

ド(Isabella L. Bird)の東京から北海道までの旅行に同行

http://rnavi.ndl.go.jp/kaleido/entry/jousetsu112.php�
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した。その後は、日本初のガイド組織「開誘社」の設立

に参画、国賓の通訳を務めるなど活躍した。死亡時の新

聞記事では「通弁の元勲」と賞された。 
（挿絵）国立国会図書館電子展示会「近代日本人の肖像」 
 
●モラエス（Moraes, Wenceslau de, 1854-1929） 

ポルトガルの海軍士官、外交官、作家。1889（明治 22）
年初来日。1913（大正 2）年まで神戸でポルトガル領事

職を務め、その後徳島に隠棲、日本人女性と結婚。孤独

な晩年を送り、徳島で没した。日本の文化を愛し、研究

紹介する多くの作品を残した。 
「もしおまえがそんなに身にあわない山高帽や靴を使

わなかったとすれば、機関車がおまえの野山をひっかか

なかったとすれば、たぶん、もっと幸福であったもの

を。」（『極東遊記』）と、近代化する日本を嘆いてい

る。 
（挿絵）ウエンセスラウ・デ・モラエス翁 湯本二郎著  
徳島 湯本二郎 昭和 10＜666-332＞ 
 
74. モラエス「茶の湯」 

Moraes, W.: O culto do chá. 
Kobe : Typ. do Kobe Herald, 1905.<WB26-7>貴 
各頁に色刷りの木版による挿絵が入った和綴の豪華限

定版。茶の歴史、楽しみ方、茶に関するエピソード等を

紹介。茶を「いままで飲んだ飲み物のなかで、いちばん

やんわりした快適な飲み物（略）感傷的でいくらか夢み

るような味覚である」と賛美する。 
 
 
●ビゴー（Bigot, Georges Ferdinand, 1860-1927） 

フランスの画家。ジャポニスムの影響を受け、ルイ・ゴ

ンスの『日本美術』（展示資料 91）の挿絵も一部担当。

1882（明治 15）年 1 月、日本美術研究のため来日。陸

軍士官学校の画学教師、絵入り新聞の通信員を務めるな

どしながら、銅版画集や風刺雑誌を刊行する。辛辣な風

刺であったため、官憲にマークされる。日清戦争にはイ

http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/11.html?c=0�


43 
 

ギリスの新聞『グラフィック』の特派画家として従軍。

日本女性と結婚して一児をもうけるが、条約改正による

居留地廃止、官憲の弾圧を恐れて 1899（明治 32）年帰

国。帰国後、1900 年第 5 回パリ万博で世界巡りコーナ

ー（展示資料 64 参照）に関わったと言われている。 
（挿絵）想夫恋 ボッカース翁十日物語 佐藤尚 (臥牛

楼) 訳 菊亭静閲 東京 丸善 1885（明 19）.10.<特
41-93> 
ボッカチオ『デカメロン』の翻訳。ビゴーが挿絵を描い

ている。 
 
75. ビゴー「また」 

Bigot, G.: Album ma-ta : croquis. 
[Yokohama? : The author?, 1884?].<KC314-A11> 
銅板画集。表紙は浮世絵を模したデザイン。同時期に「あ

さ」「おはよ」という画集を出版していることからする

と、タイトルは挨拶の「また」か。 
 
76. ビゴー「1897年の日本のニュース」 

Bigot, G.: Faits divers illustrés ou le Japon en 1897.  
[Tokyo : G. Bigot, 1897]<W992-B1> 
当時としては新しい４コマ漫画仕立てで日本の出来事

を紹介する。「faits divers」はいわゆる三面記事。 
 
●ガネスコ「ショッキング・オ・ジャポン」 

Ganesco , F.: Shocking au Japon : de l’évolution de 
l’art dans l’Empire du soleil levant. Dessins de G. 
Bigot. 
[Yokohama : s.n., 1895?]<KC211-A2> 
1895（明治 28）年の第四回内国勧業博覧会の見聞録。

フェルナン・ガネスコが出展品の批評を、ビゴーが挿絵

を描いた。展示箇所は、黒田清輝の出展品『朝粧』に見

入る人びと。『朝粧』は日本初の裸婦像として大問題と

なった。しかしビゴーは、見物する人びとが裾をまくり

あげている様子を描いて風刺している。 
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●日本人＝「出っ歯で眼鏡の猿」のルーツ 

現代でも、典型的な日本人像に、眼鏡、平板な顔に出っ

歯は欠かせない。また蔑称として「黄色い猿」がよく使

われる。これらのルーツはどこにあるのだろうか。 
早くも、明治初期に西洋人が描いた風刺漫画に、その断

片が見受けられる。 
右上は、ワーグマンが描いた若者たち。（「ジャパン・

パンチ』Japan Punch. 1882（明治 15）.5（復刻版 雄

松堂）より）目が悪いからというよりは、ファッション

で眼鏡をかけている日本人が多かったようだ。「眼鏡を

かけてもドイツ人には見えないよ！ 絶対！」と揶揄し

ている。 
右下は、ビゴーが描いた、鹿鳴館に向かう紳士淑女。（「ト

バエ」TÖBAÉ.1887（明治 20）.5.1（『ビゴー素描コレ

クション. 2 （明治の世相）』（岩波書店）より）洋装

が板についていない様子を、鏡に映った像を猿として描

くことで表現している。左上の漢字は「なまいき」の当

て字。 
ロティ（→人物紹介）も『秋の日本』の一章「江戸の舞

踏会」で、「私には彼らがみな、いつも、なんだかサル

によく似ているように思われる」と述べている。 
これらは、西洋から見た日本の「未開性」を伝えるだけ

でなく、日本が無理に西洋化しようとすることそのもの

を批判している。 
 
●シドモア（Scidmore, Eliza Ruhamah, 1856-1928） 

アメリカのジャーナリスト、紀行作家。ワシントンで新

聞記事を書いていたが、兄が横浜領事館に勤務していた

こともあり、1884（明治 17）年来日。日本独自の武士

道精神の象徴である桜に心を引かれ、1909（明治 42）
年 タフト大統領夫人に、ホワイトハウス前庭のポトマ

ック河畔に日本の桜を植えることを勧め、1912（大正元）

年二度目の植樹で成功した。 
（肖像）Courtesy of the Washingtoniana Division, DC  
Public Library 提供 
 


